
試験に関わる諸注意

一般的な注意事項に加え，過去によく見られた解答の誤りをまとめました。参考にしてください。

1 解答に関すること

1. 解答用紙は裏を用いて良い。
2. 解答の順番は，設問順でなくて良い。
3. 解の導出過程を明記する。
4. 出来るだけ高い筆圧で書く。

2 気を付けること

1. 筆算において，問題を写し間違え，設問とは異なる数字を用いて計算を進める例が見られる。
2. 一般に，とてつもなく大きな数や約分ができない分数が解になることは，まずない。
3. 得られた解が正しいかどうかは，検算してみれば分かることもある。

3 よくある間違い

1. ベクトルの正規化において，成分が分数の場合に値をそのまま用いて計算しミスを犯す。

例えば RRR3 のベクトル aaa = t [
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]を定義どおりに計算するのは間違いのもとである。
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この例では，はじめに bbb = 6aaa = t [3 , 5 , 4]として成分を整数化し，
bbb
‖bbb‖ で正規化する。
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これで良い理由は，スカラー倍の値を k > 0とおくと，bbb = k aaaであり，
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2. 行基本変形を最後まで行わず，残りをごちゃごちゃと手計算で解いて，間違える。
Ｈ２５，２６年度第２問の解答に多く見られた。

3. 同次連立１次方程式 AAAxxx = 000の解の導出において，行列の解釈を間違える。⎡
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解は，xxx = c
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この例では，未知数を入れ替えると下式となるので，x1 = c（任意定数）となることがわかる。
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また，例えば，
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となり，基本解 (テキスト P.45)は，c1 = c2 = 1とおいて，
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この例の場合も，係数行列をみれば，x2 と x3 をそれぞれ任意定数 c1 , c2 と置けば良いことがわ

かる。

蛇足であるが，もう１例挙げると，⎡
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では，はじめに，未知数 x2 と x3 の位置を入れ替えて，⎡
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とすれば，x2 = cと置けばよいことがわかるので，x1 + c = 0，すなわち x1 =−c，さらに x3 = 0

が得られる。x2 = 0ではないので注意すること。

この結果基本解は，
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となる。

いずれも，行列 AAA を行基本変形して，下に示す形までもって行くことで，機械的に解が得られ

る。ただし，行基本変形のほかに必要に応じて列の交換を行う。列の交換を行うときは，対応す

る未知数の位置も交換することを忘れてはならない。

AAA =⇒

⎡
⎢⎢⎢⎢⎢⎢⎢⎢⎢⎢⎣

1 0 · · · 0 a1k+1 a1k+2 · · · a1n
0 1 · · · 0 a2k+1 a2k+2 · · · a2n
...

...
. . .

...
...

...
...

...
0 0 · · · 1 ak k+1 ak k+2 · · · ak n
0 0 · · · 0 0 0 · · · 0
...

...
...

...
...

...
...

...
0 0 · · · 0 0 0 · · · 0

⎤
⎥⎥⎥⎥⎥⎥⎥⎥⎥⎥⎦

, ただし rank AAA = k

このとき，xk+1 から xn までの n− k個，すなわち n− rank AAA個の未知数が，任意定数となる。

※講義の補足としてアップしてある【同次連立１次方程式.pdf】も参考にしてください。


